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日本の糖尿病患者数は増加の一途を辿っており、社会的な問題へと発展しています。さら
に、本格的な高齢化社会を迎え、糖尿病患者の高齢化も懸念されています。今後、臨床現
場において高齢糖尿病患者に介入する機会が激増することは明らかです。このような中、
運動療法のスペシャリストである理学療法士は糖尿病治療の核となり積極的に介入してい
かなければならないと考えます。そのためには、理学療法の効果を積極的に示さなければ
いけません。現在、私は本学会の理事として「糖尿病理学療法の発展に資する大規模デー
タベース構築事業」に関わっており、今年度から糖尿病理学療法のエビデンス構築を目指
した大規模多施設共同研究をスタートさせました。日本全国におられる糖尿病理学療法に
対する高い志を持った理学療法士や学会構成員の皆様の力を結集して、この大規模多施設
共同研究に取り組み、保険点数の獲得および糖尿病治療における理学療法士の必要性を多
職種や社会に発信することを目指しております。もし、私が今後も引き続き理事として活
動させていただけるのであれば、これまで行ってきた活動を継続させることはもちろんの
こと、医師や看護師などの関連職種に対して、理学療法士の専門性を示せるように糖尿病
理学療法のエビデンス構築を目指した学術活動の推進、関連学会・学術団体との連携強化
を目標に掲げ、精力的に学会運営に尽力したいと考えております。糖尿病理学療法学をよ
り一層発展させていくためにも、みなさまの力強いご支援とご協力を心よりお願い申し上
げます。

平成２５年～令和３年　日本糖尿病理学療法学会　運営幹事
平成２９年～平成３１年　香川県糖尿病対策推進会議　委員
平成２９年～平成３１年　かがわ糖尿病療養指導士認定機構　委員
令和２年～現在　日本糖尿病療養指導士認定機構　編集委員会委員
令和３年～現在　日本糖尿病理学療法学会　理事
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